
三陸沖強震及び徐震の愛震機構に就て昭和八年
三月三日
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II.本震の初動の験測結果本

震のj験測結果は就に前報告に於て

報告した如くであるが，同観測表

中の初動に関する部分には多少不

備な黙があった，其の後各測候所

より主主附された地震計-記象祇に就

て詳細にl吟味した結果記象型の共

通の特長主じて， Ci)一部の観測所

を除いては P相の始まりが極めて

小さく，且不明瞭で、あると主 (ii)

一般にP相が漸失護達しS相の護

現時が不明瞭で初期微動の全く験

測し得ないものが多かった， (iii) 

記象型から見て方向に封する努化

が全く認められ友かった， (iv)以

上の特長は飴震の大部分に就ても

同様に遁臆されるとと，従って徐

震の護震機構は本震のそれと全く

同一之考へられると主である O

本震の初動が験測し難かったの
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1.緒言 昭和八年三月三日三陸沖強震に伴って生じた大津浪は三陸沿岸及び北海

道南岸の一部に甚大なる被害を生じた，との津浪は同地方在しては去る明治二十九年

六月十五日の三陸大津浪以来の大規模友ものである。叉地震の規模から見ても今岡の

強震は最近我が閣に起った数個の破壊的大地震主匹敵するものであると之が立設され

てゐる O

又此の地震がタスカロラ海溝中の深さ約七千米の海底面近くの極めて湾庭に生じた

地震であると主も既に報告した如くであるが，却.此の報文に於いては共の後本邦各地

測候所の本震の地震計記象祇を験測し，或は飴震の翻測値等に就いτ柏E確に調査し

た結果，之等から推定される本震及び飴震の後震機構，飴震の地域，性質，活動吠態及

び津浪の有無を調査した。

第一圏 三陸沖強震グヰーへノレト式地

震計記象紙初動部分模篤
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は，以上述べた如く初動が極めてノj、さかったためである主同時に，三えに述べる様左初

動の特異た鼓現のしかたによるもので、あって，各地の地震計記象紙中の一部に就て初

動部分のみを固示する主第一闘の如くである o gpち国中盛岡，幅島等の記象紙を見る

主，最初に極めて小さい初動が現れ，之から数秒後に初動左杢く同じ方向に極めて顕著

た勤きが現れてゐる O 梓j遠き観測所根室，前橋等では初動は殆ど験測出来たい程度に

なって，初動と三たの顕著なる動き，(絞り子顕著初動と名づける)之の直別が判明出来

たい。三たに最も遠き岐阜，父島，稲岡，宮崎等の記象では，初動は全く現れや殆ど第

二動以下の顕著初動のみが観測される O 今イ良りに初動を P1 との顕著なる初動を九

(静止線よりの餐位を譲む事にした〉従って，雨波の中間で験測されるものをPz，P;;

左記披ずる o P1 は震央距離の比較的近い範園でのみ観測され，柏距離の遠い観測所

第二国昭和八年三月三日
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や強震計共の他の割合に感度の鈍い地震計では， P1 が観測され宇，P4 を見かけ上の

初動在して観測した所が多い。今 P1 及び P4 の大いさ及び方向を験測して，地岡上-

K記入する主第二回及び、第三闘の如く友るo @pち P1 が何れの観測所に就ても震央に

封じて逆向きの上方動であると同時に九に就てもやはり同様で，しかも，その方向

が極めて良く民主一致してゐる ζ とがわかる o PZ，PUに就ても，大韓同様のと主が

云へる。かくして観測した本地震の初動を表示する主第一表の如くたる O

更に叉第一国の前橋，岐阜等の記象に見る如く，此庭に初動主して議取った，PIPZ 

P:;P4の全部を通じて地震記象の静止線の一方へ押し動かす庭の大きい週期の大きた

( 33 ) 



第一表ー昭和~"\年二陸 1rt' 強震初動 j験一測表
月 九三月三日一

(ω
串

)

P1 ぐf1') P2 Cf1') Pa (f1') 
観測ETr T。 A 

I Res-| I E I z N I E I z IRes-N l E 1Z !Res- (TUi) N Z ~ït.1 N ult. ult. I .l.' I LJ  I 1-' I ult. 
NW  凶W NW  :，;W NW  SW  tう

盛岡 2.5.0 '13.8 十17.7 34 47.5 25.0 +23.4 59 一 一 487 419 +533 83il 4.6 312 

*ヰ1 C-~) (-38) (+20) 日一 一 一 一 一 一 一 310. 

仙宮 -8.1 ? ? -15.0 ? ? 一 一 -115 -218 +275 369 6.2 346 

浦河 ( +5.3) ( -1.3， 一 一 一 一 一 一 一 一 378 

青森 (十・2) (-18) 一 一 (166) (-500) 388 

稲島 -2.6 ~8.2 +5.4 10 -15 -22 +19 33 -39 -87 +49 107 -115 -243 +169 318 9.0 398 

I1j 青主 (ー徴J ぐ-5) 一 一 一 一 一 390 

干先 田 ? ? +4.3 一 一 + 76 -174 +272 330 400 

根室 一、1 + 5 + ] 5 +45 十1] +22 51 一 一 一 十520+ 85 +124 541 12.8 480 

的自!f (+16) (+4) 一 一 一 一 一 一 448' 

柿岡 -2.11' -3.3 +1.1 4 一 一 一 一 512 

銚子 一 -216 "-116 +105 266 12.7 512: 

札幌 一 一 一 一 一 +171 -191 +255 361 520 

熊谷 一
、

一 -18 -23 +11 31 -27 -69 +52 91 -102 -156 十108 216 12.5 572 

前橋 -1.0 -1.0 +3.2 4 -14 -24 十15 32 -32 -58 +27 72 -100 -179 + 45 210 3.5 580 

東京 -1.0 0.0 +4.3 4 -12 -10 + (l 17 -3S -44 +43 72 - 88 :-100 + 93 162 578 

長野 -2.9 -4.0 +2.0 4 '-12 -10 +16 2:? -43 -27 +51 72 -130 --91 +173 235 11.0 633 

一 -15 -15 + 7 22 -109 -U2 + 59 174 12.0 678 

輪島 - 9 -10 十 6 15 -23 -63 +24 67 - 58 -200 + 52 215 115 708 

八丈島 一 一 一 一 - 64 - 59 + 54 102 804 

大泊 十 4 - 1 ? 一 一 + 40 - 35 ? 10.6 852 

岐阜 一 一 一 -7.5 -12.5 +10 18 一 - 75 -125 十 70 162 12.0 814 



P1 ぐjJ，) P2 (p) Paぐp) P4 ヤ〉
1担iJ!iJ0f A 

Z N I E I z N I E I z N I E I z IR~叶 Tos (KM) 

n1ι u1t.. ulι ult. 

名古屋 一 ー 7-14 + 3 16 一- 一 一 一 820 

亀 山 一 -5.0 -9.4 + 7 13 一 一 一 874 

京都 -0.4 -1.9 十， 2.0 3 一 一 一 一 一 918 

大阪 ( -1.3) ( -1.め (+1.3)1' 3・ 一 960 

盟問 一 -9.9 -13.7 +5.0 18 一 一 -54 -63 +85 119 12.6 960 

潮岬 ーー 一 -5 - 10 +-16 19 -37 -44 +46 74 11.0 

示*戸 一 一 -5 "'-0' 6 十 5 9 一 -77 -88 +72 137 11.5 
」

洲 本 - 2.7 -2・6 + 1.6 4" 一 一 1024 

高知 一ー 一 一 -82 -46 十29 98 11.0 1176 
/円

演田 一 一 -28 一 79 +60 84' 1214 

福h清尖宮岡主水崎島宰

ーーー 一一 - 3 3 + 6 7 一 一 一 1270 

-92 -21 +48 106 13.0 1356 

一 -40 -62 +49 88 13.2 1422 

-0.7 土 O + 0.4 -2.5 -3.7 十7.5 9 一 -36 ι34 +541' 73 13.0 1446 

53 
、J

1m本 一 -5.8 -9.0 十6.0 12 一 一 一 一 1440 

長崎 一 -1.3 -2.7 +0.4 3 一 一 一 一 』ー 12.0 1510 

イ二 川 一 + 2 - 4 + 3 リV 一 一 一 1587 

名瀬 一 一 一 一 -20 -20 十25 38 12.0 1836 

μ大連 一 一 一 十13 -8 ? 一 1988 

括弧を附せるもの以タ[、は総てグヰーヘルト式地震計に依る。



受位が考へられる O 此の愛位は P4 に比例すると考へられ且つ共の方向も同一で、ある

故に之によって代表させ週期 Toは第一表中に掲げた。斯様た複雑た初動を生宇る所

以は，か Lる大きい地震を生じた震源に於ける単一の破壊作用が完成せられる間に数

個の震源が愛生した主考へれば・ P1 は，その破壊作用の前駆的部分に起因し，P4 が

破壊の最も急激なる部分に起因する顕著たる初動である主考へられる。而して此の破

壊全践に相営するものが，'Po，Toであり，之に相官する震源の機構が，津浪に直接関

係する左推定される O 尚之等の初動分布或は記象型等から推定されるを芝震機構に就て

は後章で述べると主にする O

III.本震及び飴震の設震機構此庭に著者等は本震及び飴震の登震機構を決定せん

とするものであるが，前節に述べたるが如く飴震の記象型の特徴は本震のそれ主同ー

たるのみならす.'三た節に述べるが如くその初動も杢く同じである O 故に本震の機構を

決定すれば充分で、ある O 今本震の初動を第二国及び第三国によって見るに各地の初動

は何れも震央に封して反封向きの上動であって，市かも方向に依る大きさの愛化は無

きが如し。斯様な地震はよく験測された地震の範固では吾々の飴り経験せざるもので

ある O 然れば、斯様た初動分布の地震の存在を確認するために先づ準備主して失に掲ぐ

る尻屋崎沖の地震につき調査する。

(1)昭和七年九月三日尻屋崎東南東沖の地震に就て 北海道南東から東北地方関東

第四国惣当尻屋崎東南東沖地震初動分布

(水平分力のみ，二重の矢印)
は十倍の Scaleを表はすノ

( 36 ) 

地方へかけて人身感受のあった額著

地震で.震央は東経百四十三度一，

北緯匹!十一度0，尻屋崎を距る東南

東約百五十粁の沖合に営り，走時及

び初期微動から推定した震源の深さ

は極めて湾いもの主考へられる O 各

地観測所で観測されたとの地震の初

動は極めて明瞭であって，今気象要

覧所載のものを摘記する主第三表の

如くであって，方向及び、大いさを地

固上に記入する主第四国の如くた

る。



第二表問主Z尻屋崎東南東沖の地震初動験測表

手力 動 CJ1，) 
A 

初 動 (f1') 

観測所 観測所 A 

N I E I z 
(KM) 

N ¥E  ¥ Z 対 (KM) 

ult. 

宮古 ( -9.2) (-]7.4) 一 一 182 熊谷 -7.1 -2.7 ? 630 

浦河 (138.7 )¥ (・81.3) 一 132 長野 -15.3 -4.5 +22.0 27 644 

青森 一 ( -166) 一 198 追分 (-14.7 )1 (・26.1) 658 

~II 路 (50) く76) 一 242 輪島 -15.5 -29.1 +27.4 43 670 

盛岡 -247 -394 +182 499 218 横潰 -4  - 4 +¥11 12 690 

両 館 + (-34) 一 214 甲府 -10 - 3 + 4 11 716 

室蘭 (+40) (-66) 228 宮崎 -2.6 -2.8 +8.8i 9 738 

札幌 +24.4 -25.9 +41.3 54 272 伊東 -7.5 -50 762 

帯庚 (+26) (-19) 一 215 岐阜 -12.3 -7.8 +6.2 16 834 

秋田 -40.6 -46.7 +83.0 104 292 名古屋 - 4  - 4 + ] 6 850 

根室 +15.8 +19.6 +17.8 31 832 彦根 -11.4 -14.3 +17.4 25 876 

旭川 (十30)〈十10) 316 八丈島 -6.8 -4.6 +3.0 9 932 

山 形 (-80) (-60) 383 京都 - 5 - fJ +ら 11 930 

仙蓋 -87.3 --61.8 +105.0 150 360 和歌山 - 4 -2  - 3 5 1030 

‘曾津 (ー100)(-80) 462 洲本 -1.9 -2.0 +1.7 3 1036 

福 島 -53.2 ー39.2 つ 428 松本 (-4) (+1め 一 一 694 

小名演 (-40) (-22) 一 490 松山 - 1 -4  1212 

-水戸 - 19 -14 +47 53 562 清水 - 1 - 3 .- 1284 

柿岡 -5.2 -5.0 +21.8 23 588 熊本 . -2.7 -3.3 +5.0 7 1430 

銚子 - 10 - 8 一 626 宮崎 -2.5 -2.5 +7.5 8 1454 

前橋 -8.5 -5.0 +27.7 29 620 長崎 -1.3 -1.5 +1.8 3 1492 

表中括弧を附せるもの以外は総てグヰーへノレト式地震計に依る。

即ち全部震央に封して逆向きの上方勤であって，海中は観測がたくて不明であるが

初動に方向性愛化のないと主等から類推して震央を閏む線ての方向に逆向きの上方動

であらう主考へらる。

之等の初動中ヴヰーヘルト地震計で観測されたもの Lみを取り，水平垂直の雨分力

を合成したもの L主才教を第五匿!の縦軸に取り，震央距離の釘数を横軸に取る主固に示

す如く略一直線上に分配されると主がわかる O 今との直線を最小自乗法に依り算出す

ると弐式の如くなる O

logA =7.25-2.11 logd. 

イ旦しAは初動の大いさ，ムは震央距離である O

gpち従来屡々考へら・れた如くダ振幅は約震央距離の自乗に逆比例して、減衰してゐると

左がわかる。以後の取扱で、は之主同型の地震の振幅は震央距離の白弐に逆比例しで減

( 37 ) 



1.5r ・H

表するものと仮定する O

， (2) 昭和八年三月三日三陸沖強震の

殻震機構に就て 三陸沖強震の初動が

P1乃至 P4 に区別して験測出来るとと

は就に第三章に於て述べた。今之等の

個々の波に就て前主同校縦軸に振幅の

堂才教を取れ横軸に震央距離の封数を

取ると第六回の如くなる O 国中斜めの

直線は何れも振幅がムの自来に逆比例

して減衰する左仮定した場合七、ある O

闘中 I:':3 i皮は深設地震の際異常震域の

現象を生す=る観測所に限られてゐる賠

から見て特殊た波が混入して生じたも

のとも考へられる。兎に角第二国或は

第三国の初動分布固で示した如く，本

地震の初動方向は前の地震主同様震央

を図んだ線ての方向に逆向きの上方動

であると之がわかる O 又初動の大いさ

に方向性の愛化のないと之は，本地震

の震源に於けるヱネルギーが総ての方

向に一様に放出されたとまを烹味する

ものであってか Lる初動分布は震源に

於ける海底面の陥淡によって生じたも

の左考ゾ¥られる O 向後章に述ぺる本震

及び飴震に閲する種々の事費も，との

事を裏書きするもので，著者等は伎に

之等の地震を三陸津浪型地震と呼ぶ乙

左にし共の初動の分布図の模様及び共

05~ ~ \"，1~， れに庭やる震源の機構の模様を第六国

.. [' . . I 1.' 1 5N1として言己した。

j 二 11  扱我々の眼目とする三陸沖地震の護

uぃ" 震の機構は震源の破壊運動の設端の有

様ではたくて，破壊全館である，換言すれば津浪を起した機構に直接関聯するもので

ある O 之に相営する震源の機構は前官Hの PoToに相営する "@pち PlP2 P3P，~を通じ

一国主せる犬きい週期の波:に相廃るすものである左考べられる。此の者の今週期は平

均約十一秒でるる故に震源に於ける破壊も大館此の位の間iて行はれたもの主推定され

モ38・〉
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るO 然るに，Poの方向は，P1 P4等の方向と全く同一で、あるが故に P1P4につきて論

じた震源の機構は其の佐 Poに就いても営蹴まる O

故に今同の三陸沖強震は第七固 I匿iの震央の附近に於いて相営の庚範閏句会震の震

央分布園が多少目安にたらう主思はれる)に亙って，陥落が行はれ共の破壊が行はれ

る問は十秒乃至十五秒位か主推測される O

(3)最近に於ける三陸津漠型地震の賓例

(a)昭和二年八月十九日房総沖の地震 本邦全図の地震計に極めて顕著た記象を記

録した，勢力大なる地震であって関東地方及び、中部地方の諸所で微震を感じた。この

地震に就ては玩品噌氏が調査され，深海地震左名づけられたものである。初期微動

の験測し悪いの主，護震時観測の不完全たために正確た震央は求め難いが，手I~達氏が

決定された庭に依る主，北緯三十四度東経百四十二度，房総宇島南東約三百粁の地黙

で，共庭の海深は五千米以上iである O 向との地震に依り銚子及び布良測候所では軽微

友津浪を記録してゐる O との地震が，規模の大きい賄，記象型の一致する賄，震源が深

海底に存在する賄，或は震源の深さ極めて湾く，津浪を生じた貼，本震の設現前後に

多数の同型地震を群残した知寺，今同の三陸沖強震左極めて良く類似する黙が多い。今

之の地震で観測pされた初動の方向及び:大きさを地固上に記入する主第八固の如くとり

ぐ39) 



第八国 房昭和総二沖年の地八震月十初九動分日布， 
各観測所何れも震央に封して逆向

きの上方動とたるo gpち護震機構

に就ても全然同一之考へられる O

(b)共の他の例昭和二年以後

昭和八年三陸沖強震に至る迄の額

著及び柏顕著地震中，共の初動方

向から推定して三陸津浪型地震と

考へられるものを摘記する主第三

表の如くたる O

~ 巳
之等地震の悉くが北海道及び東

日本の太子洋上に獲し，その中大

多数が三陸沖に愛してゐる O 又時

間的には和達氏が就に指摘された

如く，との種の地震の特長在して，

第 一一 表一

昭 和議震時|地 名|東経|吋}1U¥ 記ラ司
月 3日九'"色

2 I 7 13 6 08 落 石 岬 沖 145.1I 42.8 額

8 19 4 28 房総沖 142.0I 34.0 頴 前 出

3 I .5 27 18 50 宮古北東沖 142.8 I 40.2 頴 喜多方丸J
.5 29 o 36 同 143.0 39.9 不自

6 1 21 23 宮古東方沖 143.5 39.7 手白

6 1 22 12 同 143.3 39.8 額

8 1 4 29 同 143.5 40.1 手白

4 4 1 5 ]8 金華山東南東沖 142.6 38.0 手白

6 1 18 ]4 12 襟裳岬南方沖 143.6 41.7 京耳

5 12 3 26 堕屋崎東北東沖 141.5 37.3 額

7 7 10 16 40 宮古東方沖 145.0 39.6 額

9 3 20 59 尻屋崎東南東沖 143.1 41.0 額 前出

9 4 21 29 馬淵川河口東方沖 ]42.9 40.9 手I~

9 5 12 08 尻屋崎東方沖 142.9 41.2 手肯

8 1 4 o 2T 宮古北東沖 144.0 40.0 手白

1 7 13 07 同 144.0 40.3 顛

1 7 13. 54 宮古北ー東沖 143.4 40.2 手白

1 8 5 08 同 143.9 40.6 手宵

1 8 15 29 同 142.9 41.2 手白

2 20 18 51 盤屋崎東方沖 142.3 37.0 手自

3 2 31 三 陸沖強震 ]44.7 39.1 期 大津浪

く40)



群後生の傾向があると主が奉げられる。例へば表中の地震に就て見るも，昭和三年五

月下旬から六月上旬にかけて，顕著及び柏顕著地震各二同を愛し.之に伴って小直域

地震十三岡を裂し，昭和七年九月上旬には顕著一同9 柏顕著二同，小直域二同，昭和

八年一月上旬には顕著一同，柏顕著四同，小区域三岡を護υ 昭和八年三月に至って

三陸沖強震及び、多数の飴震を頻議した。

倫明治二十九年六月十五日の三陸大津浪を生じた地震，共の他従来三陸沿岸に津浪

を生ぜしめた様な地震は何れも，との型に属すべきもの主考へられる O

附記 震央から極めて距った観測所例へば石垣島，蓋北，パラオ及びタト圏各地の観測所では初動

は殆ど震央向きの下方動(疎波〉を観測してゐる。石垣島，芸北，パラオ等D記象祇を見ると，パラ

オでは殆ど明瞭な初動は験iJ{IJ出来ないが，石垣島，窪北では所謂初動は明かに震央向きの下方動で

あるが九に相営ずるものを取ると，やはり震央に劃して逆向きの上方動である，即ち前述した如

< ，初動の振幅が震央距離の由来に反比例して減衰するもりとすれば，この距離では拐に P1P2P3 

等は勿論 P，ずらも極めて鍛タで，殆ど験測出来なくなる範園である o 従ってこれ以上の遠距離で

は初動は議論出来ない。

IV.鈴震 各地測候所よりの報告を記載せる中央気象牽の地震調査原簿に基き，三

陸沖強震の飴震の震央を，等五芝時線を用びて再調査せる結果を次に表示する O

第四表三陸沖地震の本震(1)及飴震 (2-40)の験測表 但し表中の甲乙丙丁は

議震時

月 日時分

1 3 3 2 31 

2 2 40 

3 2 57 

4 3 26 

5 3 44 

6 3 48 

7 4 42 

8 5 07 

9 5 42 

10 7 .35 

11 13 38 

12 18 13 

13 18 39 

14 16 04 

15 19 32 

16 20 57 

17 4 o 02 
18 o 08 

l種別uJ東経震|北緯|精央確度!翻深士巳の |設震機構

度 度

〔額] 14t.7 39.1 甲1 浸 u、 I 

[頴〕 144. 40. 丁

〔顛〕 144. 39. 丁

〔額〕 143.4 39.4 丙

〔稿〕 143.0 40.0 乙2 浸ぃ x 

〔手f~) 144.4 37.7 丙 × 

〔頴] 143.7 39.8 丙 I 

〔頴〕 143.0 40.2 丙 x 

〔額〕 144.2 39.7 丙 × 

〔梢〕 143.5 39.7 乙3 浅い I 

〔柏〕 144.8 39.5 乙4 浅い I 

〔顛〕 143.8 39'.1 甲5 浅い I 

〔期〕 143.5 39.5 乙6 浅い I 

〔額] 143.4 38.9 丙 I 

[瓢] 143.4 39.3 乙7 浅い I 

〔瓢〕 143.4 39.5 甲8 浅い I 

〔頴] 144.0 39.5 甲9 浅い I 

〔額〕 143.7 39.5 丙 × 

( 4l ) 

共の震央位置の精確度

を示すものであって，

例へは甲左あるは第九

固に示すが如く，震央

位置の誤差は二三十粁

を越えないであらうと

思れるものであり，乙

は之につぐ精確度を有

し，誤差は四五十粁以

内在推測される O 勿論

各地の観測値は相営精

確たものとしての事で

ある O 然るに丙丁の如

きは其の信用度の極め

て薄弱なもので主とし

て飴震が績裂し，共の

登震の相を撹乱し殻震

時刻の読取りを困難な

らしめたのに因るもの

であらう O



19 

20 

21 

22 

23 

24 

i 25' 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

3~ 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

l 設 震 時 !JJ同東経震|北緯|精央確度I深震涼のさ I被機 構震

月 日時分 度 度

3.4 o 51 〔穎〕 143.2 39.2 甲10 浅い I 

1 12 f手白〕 143.8 39.5 丙 I 

3 47 i手百〕 143.0 39.1 丙 I 

4 08 I額〕 143.5 39.1 乙11 浅い I 

4 51 〔梢〕 143.4 39.5 乙12 浅い I 

5 '20 〔梢〕 143.2 39:1 乙13 浅い I 

21 40 〔穎〕 144.5 39.0 乙14 浅い II? 

5 5 28 〔鮪〕 144.9 39.2 乙15 浅い I 

5 10 26 〔手白〕 144.1 38.9 乙16 浅い I 

8 10 36 [願〕 143.8 39.6 甲17 浅い II 

4 。且 o 58 〔額〕 143".4 39.6 甲18 浅い I 

2 7 41 〔額〕 144.8 39.3 甲19 浸い II 

2' 19 11 〔穎〕 143.6 39.4 乙20 浸ぃ I 

7 0 12 〔願〕 144.2 39.4 甲21 浸ぃ I 

9 11 47 〔顛〕 143.9 39.2 甲22 浸い I 

11 57 〔梢〕 144.0 39.1 甲23 浅い I 

15 28 (梢〕 144.0 39.2 乙24 浸い I 

19 .30 〔穎〕 143.9 39.2 乙25 浸い I 

15 2009 〔梢〕 ]44.5 39.9 乙26 浅い I 

]9 . 11 55 〔穎〕 14~.9 39.8 甲27 浸い I 

23 16 14 〔額〕 144.1 389 甲28 浸い I 

5 24 8 34 〔願〕 143.8 39.2 甲29 浅い I 

飴震の地域今第五

表中の甲及び乙にJl民尖

呑挽を附-し之等の総数

二十九個の震央分布固

をど作れば第十闘の如く

左る O 印ち飴震の地域

は本震の震央の周固に

ー絞にたくて本震に針

して北西の部に偏して

ゐる O.又各飴震の震央

が可成の庚さに散在し

て居る O

震源の深さ震央の

位置が正確に‘決定され

た上は之等の地震(甲

乙)に閲して走時曲線

をと作成するととが出来

る，之等の走時曲線を

和達，益田雨氏の走時

表主比較する時は之等

総ての地震の震源は潔

いととが確められる O

市して大躍に於いて零

乃至五十粁と概算され

るO 第五表に於いて湾いと記したのは此の意味である O 但し零乃至五十粁の深さと言

っても地表面に近いものが多いと推定される O

三えに此の震央の位置及び震源の深さの一つの検討主して第五表の精確度甲のもの十

個に閲して盛岡測候所の観測せ・る初期微動時間に霊まずる震央距離との関係を国示すれ

ば、第十一園の如くたる。圏中の曲線は昭和六年十一月四"3岩手ノ幌ノj、図の地表面j地震に

隠する初期微動時間であるが，今同の飴震の観測値も同固に於いて大器との曲線上に

乗るもの主見られる O 此の事はE互に震央位置が庚範閏に亙って散在すると主が確めら

れるは、かりで左く，之は今同の鈴震が何れも地表面近くに震源を有するととをも意味

するものである。

鈴震の授震機構飴震の記象型辻本震のそれと全く向ーである故に護震機構も同ー

のものと推定される，今初動方向に注目するに大多数の飴震は第七園 (1固)に示す

が如く震央主反封向きの上勤である， ~pち本震主同一で、ある O 又第七回 (II 岡〉に示

( 42 ) 
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指.. 

第十一国 三陸沖地震の本震及依震の

盛岡に於ける P--s

手~
。

。古

すが如く前者主全く反封のものも二

三あった。第五表中の設震機構の欄

にI及びII左記せるは夫々第七回の

I及び11闘の初動分布を示すものに

相嘗する強震機構を意味するもので

ある O 又×印は初動の報告のなきも

のであるが大韓Iに属するもの主見

倣して大過泣きもの主推測される。

帆 H S余震の活動獄態共に時間的に飴震

の起る有様を見るに第二表から見られるやうに或る間隔を置いて集国的に飴震が績獲

して居る事が認められる。角地域について見ても第十固に矢を附けた線で示すやうに

同国の飴震地域内に於てーケ所に績愛せす=各所に飛び飛びに愛震するととが知れるO

命此の飴震のエネルギーの消費欣態に就いては近く大間，長谷川雨君の詳細の報告が

ある筈である O

津漢の有無 最後に之等の主たる飴震に附き津浪の有無に注意するに鮎川の桧潮儀

に於いては共の痕跡が認められない，之は全然津浪を伴はぬもの主解するよりも，そ

のエネルギ{が本震に比して比較にならぬ程小怠る魚検潮儀上の記録が認められたか

ったもの主考へられる O

第十二固
昭和八年
六月十九日金華山東方沖の地震の初動分布

(二重の矢印は此の長さの十倍を意味す)

グ。

/ふ

A _→ 、t ←ー~ ---=Jo' rr ~- B 

今ノ〆

キ
( 44 ) 

六月以後の三陸沖の地震 六月十

九日金華山東方沖の地震此の地震

の初動分布固を気象要覧より示せば

第十二国の如くである O 先づ此の地

震の深さは五十粁乃至百粁である C

三たに初動の相反する庭を連ねれば、園

の如き園を得る之は CP相節線〉の

とす固である o t)1固の震央に於いて

深さ五十粁乃至百粁の深さに於ける

或る部分の震源で此の園を生宇るや

うた震源の運動機構は添園の裁断面

闘に示すが如く，東西 (E)の方向

の墜力 Pに基因するもの左考へられ

る，従って上下の方向には張力が働

く，而して此の園の位置から見て水

干の方向 Ch)より多少傾斜し，東五

度下より西五度上の方向の墜力が働

いたと推測される此の事を記披で



可〈

も，

P{五Od左記して第五表中に掲げたo 又此の犀力に垂直たる面内で且つ此の張力の方

向に垂直たる方向を軸CA)主定義する O 然る時にはその方向は此の場合南北であって

水平で、ある O

七月十日宮古東南東沖の地震此の地震も亦非常に初動の明瞭なものセ、あって記象型も

一見深愛性のもの L如く忠はれる然しそれ程に深いものではなし矢張り五十粁乃至

百粁左走時曲線より推定される。

第十三園

野手吉宮古東南東沖の地震の初動分布

(二重の矢印'は此の長さの十倍を意味する〉

B 

市して共の運動の機構も二つに考へ

られ第ーの解答は第十三国の表中に示

したEの位置の深さ五十粁乃至百粁の

或る深さの部分に於いて東西に水干の

方向に犀力 (P)，上下の方向に張力が

作用し，之に垂直の方向を軸 CA)に定
ー (E • (N 

めればF!Pち Plh' Athとすれば初動

の配布は説明がつくのである。

~Pち六月以後の三陸沖地震は時間的

にも震央位置の範閏から見ても， 又護

震機構から見ても，三四月頃の飴震左

は共の趣を異にして居る，故に五月迄

に起Lった三陸沖地震を飴震として取扱

ったのである O

六月七月 D 三陸沖の地震表 第一表に掲

げた飴震以後に於いて三陸沖に起った

地震を左に表示する。自Pちポ月及び、七月を通じて八同の顕著地震を生じてゐる O 之等

地震の長央位置は，気象要覧の材料を用ひ等愛震時線に依る方法にて再調査せるもの

第五友 昭和八年六月以後の三陸沖地震

震央
精度確~百司与、 £か主孟、 時

東経|北緯
設震機構

1 月6 日9 時31分1 [頴〕 14度4.6 40度.2 甲 -浸 U、 I 

2 13 6 .8 [額〕 142.1 38.9 甲 約 50km P(E A{N h， ....... lh 
3 14 5 34 [頴〕 -143.1 41.1 乙 約 100km 東北，北海道迩向上動

4 17 23 :1 (手白〕 143.3 40.9 乙 浸 U、 × 

5 19 6 37 .[顕〕 142.1 38.1 甲 50-100km P {~lO~d A {r 
6 7 3 1 48 干古〕 142.6 40.0 乙 浸 U、

7 10 9 22 穎〕 144.7 38.8 甲 50~lOOkm pif AiN 
8 2-1 8 14 穎〕 144.6 38.5 甲 50-100km P Air 

(.45 ) 



である O 而して此の震央の位置を地図上に記入して見る時は相営の康範固に散在して

ゐる事が解る， gpち第十固の飴震震央地域よりも遥かに庚範固に亙って分布してゐる O

叉震源の深さ寺も走時曲線から見るに勿論所謂深護地震は起って居ないが，五十粁乃

、至百粁位の深さ左推測されるものが多い。初動は極めて明瞭たものが多く共の震源の

機構等も本震之は大分共の趣きを異にする，之等:のと左は前に例示せる司二つの地震に

よりて了解されたい。

v.結論 三陸沖強震について結論の前提主して調査せられた主なる僚項は弐の如

〈で、あった。

(i)初動方向が灘、ての観測所に於いて震央に封じて逆向きの上方勤である O

(ii)初動の大きさの方位に封ずる変化が認められたい。

( iii)記象型に就ても方位に釘する愛化な Lo

(iv) 走時曲線から推定してら或は大規模の津浪を生じた事等からも震源の深さ

は極めて浅く地表面ι近い主考へられる o (之は験震時報々告第七巻二披の結果を記

したもので震央も同報告のものを用ひた〉。

(v) 殆んど総ての測候所の記録に初動の一つ主して宇週期が平均十一秒位の長週

期の密波が額はれてゐてp 通常の短かい週期の初動及び之に引綬く震波の記象ぽ前の

長週期のもの L上に重って置かれである，市して之等の初動は何れも同一方向である o

以上五つの事項に角二三の参考事項を加へ，本震について弐の事が推断される O

(1)三陸沖強震は釜石の東方二百数十粁のタスカロラ海溝の深さ七粁の海底面に於

ける或る種の陥淡地震であって，共のF色淡は可たりの庚さに亙って行はけたもので共

の陥淡に要する時間は十秒乃至十五秒主推定せられる，但し陥淡せる地域には飴震の

震央の分布する直域が参考になるであらう o

後震に関しては失の事が結果せられた。

(2)震央の位置は本震の周固に散在せや，共の西北西約百五十粁を直径とせる囲内

に大鰭散在する O 又相ヨたいで起る地震が1I1の範圏内に飛び飛び、に起った。又時間的に

も問を置いて群愛した。

(3)深さは何れも湾く地表面に近くて，五十粁を越えるが如きものはたいο

(4)護震機構も殆んど全部が本震主同一で、陥淡地震と推測せられる。此の事から震

源域の地殻の各部の推移は本震在同一方向主考べられる。イ旦し全く逆の機構左

考へられるこ三の例外はあった。

(5)余震は何れも津浪を伴はたかった， gpち検潮儀上ょに認められなかった。
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